
関係各位 

                             平成 29 年 3 月 15 日 

                    開進第四中学校同窓会会長 浅見 貴弘 

 

 開進第四中学校 同窓会便り 

 

 同窓会会員の皆様、卒業生の皆様におかれましてはますますご清祥の事とお慶び申し

上げます。 

中学生時代の三年間、皆さんはどの様に過ごしたでしょうか。 

勉強や部活動に励み、たくさんの友と心をかよわせ充実した日々を送ったことでしょう。

これから新しい道へ進んでいく皆さんの生活が実り多いものになりますよう心より願

っております。 

同窓会会員 56 期生に皆さんを迎える事を、同窓会会員一同歓迎いたします。 

同窓会会員の皆様・卒業生の皆さんのご活躍と、母校の更なる躍進を祈念しご挨拶とい

たします。 

                      

                        

 

 

３年生の皆さん、いよいよ本校を巣立つ時を迎えました。次のステージに向けて希望

と期待が高まるとともに、これまで一緒に過ごしてきた仲間との別れに一抹の寂しさを

感じていることでしょう。本校は創立５６年を迎える伝統ある学校です。３年前、旧校

舎が解体される際には、同窓会主催でお別れ会が催され、約３００名の卒業生が集結し

ました。同級生はもちろん部活動の先輩・後輩との再会など、在学期間が離れていても

同じ校舎で学んだ者同士、参加者全員で校歌を合唱する姿に感動しました。 

皆さんが運動会や部活動の大会で目にする紫の「不撓不屈」の大段幕や、昨年 12 月、

マラソン大会の時に、新校舎落成を記念して寄贈され 

た白いテントなどは、そうした卒業生から在校生に向 

けて贈られた熱い応援メッセージなのです。 

卒業する皆さんにも同窓会の一員として末永く後輩 

たちを見守り、応援していただきたいと思います。ど 

うぞ、よろしくお願いします。 

 

開進第四中学校長 新村紀昭 

       

第 6 期生 同窓会 会長 

      浅見 貴弘 



 

第 8期生 同窓会副会長  松下 淳一 

 

 卒業生の皆さん ご卒業おめでとうございます。 

私は中学三年間バレー部に在籍していました。当時は男子部員が少なく、友達と必死に

入部してくれそうな人に声を掛けました。少しずつ部員が増え、練習にも熱が入りまし

た。最後には練馬区で三位という結果を出し、バレーボールをやりたくなかった同級生

達も卒業まで一緒に頑張る事ができました。辛い事を乗り越えたり、一緒に喜んだり、

沢山の経験を共にし、60 歳を過ぎた現在でもあのころのままの良い仲間です。皆さん

にもきっと夢があると思います。叶えるためにはたくさんの勉強と努力が必要です。 

これから色々な経験を積んで良い仲間を作り、皆さんの将来が素晴らしいものであるよ

うに願います。頑張ってください！ 

 

 

 

第 14 期生  同窓会役員  都丸 ゆかり 

 

 三年生の皆さん 卒業おめでとうございます。 

私が四中生だった時の今頃は受験、進路が決定した後で、高校でも続けるつもりでいた 

バレーボールの練習、後輩への指導をしていました。卒業まであと数日という限りある

時間を部活の仲間やクラスの友達と夢中でお喋りしたものです。本当に楽しかったです。 

あれから 40 年経ち、縁あって今もこの地に住み、息子三人も開進第四中学校を卒業し

ました。今や息子達とも同窓会の仲間です。皆さんが中学校を懐かしく思うとき、是非

同窓会の活動に参加してください。たくさんの先輩が皆さんを大歓迎でお迎えしますよ。 

 

 

 

第 18 期生  同窓会副会長  阿部 新一 

 

 中学校を卒業すると義務教育が終了します。 

未成年とはいえ大人の仲間入りをします。自己責任を自覚し、誇り高い大人を目指して 

ください。 

目的を持ち、決してあきらめない。そして感謝の気持ちを持つ。 

想い続ける望みは叶う！ 

卒業おめでとう！ 

 



 

 

第 18 期生  同窓会副会長  小倉 愼太郎 

 

 ご卒業おめでとうございます。皆さんにとってこの三年間はどのようなものでしたか。 

私は 37 年前に母校を卒業いたしましたが、未だに記憶に残っている事が沢山あります。 

クラブ活動であったり、ちょっと怖い先生だったり、好きな人だったり・・・ 

その中でも一番は友人との思い出でしょうか。 

私は開進四小から進学した事もあり、同級生のほとんどと 9年間学校生活を送りました。 

とは言え、小学校と中学校では若干の違いがあります。小学校では皆が「友達」でした

が、中学校時代を経て「親友」へと変化し、それが今も続いています。 

取るに足らない悪戯や、些細な事が切っ掛けの喧嘩であったり、時には真面目に語り合

ったりと、毎日顔を合わせているのに飽きもせず一緒に過ごしたものです。 

思春期を迎え、我が強くなり始めた時期ですが、正面からそして正直に相対したからだ

と思います。表面上の付き合いではなく、お互いに相手を尊敬し、認め合う事が 

必要です。 

義務教育が終わり、これから進学する方、社会に出て行かれる方、皆さんそれぞれが向

かう方向は変わってきます。 

しかしスタートする場所は同じ開進第四中学校です。離れ離れになるのではなく、繋が

っている事を忘れずに、引き続き友情を育んでいってください。 

 

  

 

 

 第 56 期 卒業生より  

卒業にあたって 

 石神井川沿いの桜が美しく咲くこの季節に、僕たちは新たな世界への期待と不安を胸

に抱き開進第四中学校を卒業します。 

 卒業しても開四中で仲間と育んだ友情や思い出が消えることはありません。三年間を

通して僕らは学習だけでなく、行事や部活動の中で様々な事を学びました。開四中で学

んだ日々をバネに新たな世界でもいろんな事に挑戦したいと思います。 

     
３年生代表Ａ組夛田麟太郎 



28 年度 同窓会の活動 

  

5 月    同窓会役員会 会議 

7 月    各期リーダー会   

10 月    同窓会役員会 会議 

3 月    同窓会入会式 

 

 

開進第四中学校 同窓会の活動につきましては学校ホームページの同窓会の

リンクからご覧いただけます。 

 

 ＦａｃｅＢｏｏｋでも学校の様子や同窓会のお知らせをしています。 

 お問い合わせなどはこちらのメッセージやコメント等をご利用ください。 

 

 

同窓会 Ｆａｃｅｂｏｏｋ 

  

ｈｔｔｐｓ：／／ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．ｃｏｍ／ｋａｉｙｏｎｔｙｕ 

 

 

今年度は同窓会より簡易テントを寄贈いたしました。 

組み立てた生徒達からは簡単で良いと喜びの声も聞かれました。 

沢山の先輩たちの応援の気持ちです。行事等で活用してください。 

 

 

 

                         


